
1 小山町公共下水道整備事業
平成24年度 ～ 平成28年度（５年間） 小山町

計画的な改築を進めていくことにより、下水処理場の長寿命化を図り、安全・安心な汚水処理を確保する。

・処理場における長寿命化計画を策定した施設の割合（長寿命化計画策定率）を０％から１００％に増加させる。
・処理場における改築更新率を０％(H26)から５０％(H28)に増加させる

（H24当初） （H25末）
①
長寿命化計画策定率（％）=(長寿命化計画策定済みの施設数)/(長寿命化計画を策定すべき施設数)

②
更新率（％）=長寿命化（機械・電気）改築更新する施設数 /改築更新必要施設数

静岡県社会資本整備重点計画における位置づけ
第２期 第３期

事　後　評　価

１．交付対象事業の進捗状況　（○：計画期間中に完成　　△：計画期間終了後に完成見込（備考欄に完成予定時期を記入）　　－：その他（備考欄に具体的に記入（中止、未実施等））

番号 事業 地域 交付 直接 道路 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 種別 H24 H25 H26 H27 H28

須走処理区

1-A1-1下水道 一般 小山町 直接 小山町 汚水 改築 小山町 12 ○

1-A1-2下水道 一般 小山町 直接 小山町 汚水 改築 小山町 90 △ （H30)

合計 102

（H28末）
0% ― 50%

（事業箇所）

備考

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

須走浄化センター
改築更新事業

要素となる事業名

目標値

市町村名

須走浄化センター
長寿命化計画策定

実施設計、機械電気設備
長寿命化対策・更新工事

長寿命化検討（調査・計画）

省略
工種

―

0%

分野名

― 100%

（H26当初）

計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

102百万円102百万円 Ａ

事業
者

指標名

　　定量的指標の定義及び算定式

目標名

全体事業費 合計

事業内容

指標名

（延長・面積等）

定量的指標の現況値及び目標値
当初現況値

0%

（様式６） 社会資本総合整備計画　事後評価書
計画の名称
計画の期間 交付対象

中間目標値

0百万円ＣＢ 0百万円
効果促進事業費の割合

目標名

分野名

全体事業費

（百万円）

目標値

進捗
状況

最終目標値



　その他関連する事業

地域 交付 直接 事業及び 事業実施期間（年度）
種別 対象 間接 施設種別

0
２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する
　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値 %
Ⅱ定量的指標

の達成状況 最終実績値 %

最終目標値 50.0 %

最終実績値 21.6 %

３．特記事項（今後の方針等）

備考要素となる事業名
事業
者

省略
工種

番号 市町村名

計画等の名称

事業
種別

事業内容
進捗
状況

全体事業費

（百万円）

目標値と実績
値に差が出た

要因100.0

100.0

例年より流入量が多くなりディッチ内の汚泥濃度が高くなってしまった。機器の改築・更新の際、長期間処
理が停止してしまうと、安定的な汚水処理が困難となる。そのため当初計画していた運転停止期間より短い
停止期間で改築・更新を行う必要があったため、目標に比べ実績が下回ってしまった。

計画通り長寿命化計画を策定し、目標を達成できた。

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の
　　　　　　　　　　　効果の発現状況

指標①（長寿命化計画策定
率）

指標②（更新率）

目標値と実績
値に差が出た

要因

計画的な改築更新を行い、安定した汚水処理が確保できた。

引続き平成30年度までは、長寿命化計画に基づき改築更新を行っていく。それ以降については、ストックマネジメント計画を策定し、下水道施設の適正な維持管理を図っていく。



（様式６）　　社会資本総合整備計画（参考図面）

計画の名称 1 小山町公共下水道整備事業

計画の期間 平成24年度　～　平成28年度　（5年間） 静岡県小山町交付対象

1－A1－1 須走浄化センター長寿命化計画策定

須走浄化センター

ｵｷｼﾃﾞｰｼｮﾝﾃﾞｨｯﾁ

汚泥ﾎﾟﾝﾌﾟ室

最終沈澱池

流入

1－A1－2 須走浄化センター改築更新事業

機械棟 一式

汚泥ポンプ室 一式

塩素混和池 一式

オキシデーションディッチ 一式


